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商標について 

⚫ UiPath のソフトウェア、製品、サービス、(これには、UiPath Orchestrator、 UiPath Robot、 

UiPath Studio が含まれますが、これらに限りません) はアメリカ合衆国で登録された UiPath 

Inc.、 および 他の国・地域で登録された UiPath の関係会社の商標または登録商標です。 

UiPath のロゴは UiPath Inc., が所有するものであり、UiPath の事前の明示的な許可なく、お

客様及びその他の方が使用することはできません。 

⚫ Microsoft のソフトウェア、製品、サービス (これには、 Microsoft、 Windows、 Windows 

Server、 SQL Server 及び Active Directory が含まれますが、これらに限りません) は アメリ

カ合衆国で登録された Microsoft Corporation 及び他の国・地域で登録されたその関係会社

の商標または登録商標です。 

⚫ Oracle のソフトウェア、製品、サービス (これには、 Java も含まれますがこれに限りません) は ア

メリカ合衆国で登録された Oracle 及びその他の国・地域で登録された関係会社の商標または登

録商標です。 

⚫ Elastic は、 Elastic N.V. 及びその関係会社の商標または登録商標です。 

⚫ Redis は、 Redis Labs Ltd の商標です。 

⚫ その他、記載されている製品名、会社名およびサービス名はそれぞれの各社の商標または登録商

標です。 

 

免責事項 

⚫ 本ガイドの内容は 2020 年 10 月現在の情報であり、下記の製品リリースに基づいております。 

➢ UiPath Orchestrator v2019.10 

 

⚫ 製品の新しいリリース、修正プログラムなどによって、本ガイドの説明と異なる動作・仕様となる可能

性がありますので、予めご留意ください。 

⚫ 本ガイドに含まれる情報は可能な限り正確を期しておりますが、 UiPath 株式会社の正式なドキ

ュメントではありません。本ガイドに記載された内容に関して UiPath 株式会社は何ら保証していま

せん。従って、本ガイドに含まれる情報の利用はお客様の責任においてなされるものであり、UiPath

はガイドの内容によって受けたいかなる被害に関して一切の補償をするものではございません。 

⚫ 本ガイドは UiPath を法的に拘束する書類ではありません。UiPath はお客様に通知なくして、本ガ

イドの内容の一部または全部を修正及びアップデートできます。 

⚫ お客様は UiPath および執筆者の書面の承諾なしで本ガイドを複製、修正、頒布できません。 
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1.サービスイベント監視 Orchestrator 稼働状況 

1. モニター アラート ルールの作成 

モニター アラートの「新しいアラートルール」を選択する。 

 

「リソースの選択」で、Orchestrator のフロントのロードバランサーを選択する。 

 

「条件の選択」で、「Health Probe Status」を選択する。 

 

アラートロジックと条件のプレビューを次のように設定する。 
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「アクショングループの選択」で、しきい値を超えたときに実行するアクションを設定

する。 

 

ルール名、ルールの保存先となるリソースグループ名、ルールの重要度を設定し、ルー

ルを作成する。 

 

 

2. 作成したルールの確認 
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モニター アラートの「アラートルールの管理」を選択する。 

 

アラートルールのリストに、作成したアラートルールが表示されることを確認する。 

 

新しいアラートルールがアラートルールのリストに反映されるまでに 10 分近くかかる

ことがある。 

 

 

OC をダウンさせてしばらくすると、アラートメールが飛んでくる。 
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